
和食ダム　本体建設工事完了　
　 わ じ き 　
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高
知
県
が
芸
西
村
を
流
れ

る
２
級
河
川
和
食
川
上
流
で

進
め
て
い
た
多
目
的
ダ
ム

﹁
和
食
︵
わ
じ
き
︶
ダ
ム
﹂

の
本
体
建
設
工
事
が
６
月


日
に
完
了
を
迎
え
る

和
食

川
流
域
は
梅
雨
期
や
台
風
期

の
降
水
量
が
多
く

特
に
台

風
期
の
豪
雨
に
よ
り
災
害
が

多
く
発
生

水
不
足
も
課
題

に
な

て
い
た

２
０
１
３

年

月
の
着
工
か
ら

年
の

歳
月
を
経
て

年

月
に
試

験
湛
水
を
開
始
し
た

大
成

建
設
が
施
工
を
担
当
し
長
期

に
わ
た
る
プ
ロ
ジ

ク
ト
を

完
遂
し
た


年月２日に試験湛水が始まった

　和食ダムは、高知県安芸郡芸西村を流れる二級河川
和食川に建設中の治水、利水等の機能を持つ多目的ダ
ムです。年月から本体工事に着手し、年７月よ
りダム本体のコンクリート打設を行っていたところ、
同年月に左岸側に粘土層を挟む節理面が確認されま
した。
　そこで、国の専門機関等にご助言をいただき、節理
面を含む不安定土塊を排除したうえで本体コンクリー
ト打設を再開しました。この度、ダム本体が概ね完成
し、年月から試験湛水を開始しました。
　ダムの建設にあたりましては、貴重な土地をご提供
いただいた地権者の皆様をはじめとする地域の皆様の
ご理解とご協力に心より感謝を申し上げます。また、
長期にわたる工事に対して、芸西村などの関係機関の
皆様、大成建設をはじめ工事に関わった全ての方々に
深く感謝申し上げます。
　年度は、引き続き、試験湛水と周辺の整備工事に
取り組んでまいりますので、これまでと変わらぬご支
援とご協力のほど、よろしくお願いいたします。

試験湛水ゲートを設置完了（年月２日撮影）

　
和
食
ダ
ム
で
は

２
０
２
４
年


月
２
日
に
試
験
湛
水
を
開
始
し
た


当
日
は
和
食
ダ
ム
本
体
建
設
現
場

で

大
成
特
定
建
設
工
事
共
同
企
業

体
の
主
催
に
よ
り

高
知
県
の
職
員

や
近
隣
住
民

工
事
関
係
者
な
ど
約


人
が
出
席
し

湛
水
式
が
執
り
行

わ
れ
た


　
ダ
ム
の
通
常
管
理
を
開
始
す
る
前

に

貯
水
池
の
水
位
を
洪
水
時
の
最

高
水
位
︵
サ

チ


ジ
水
位
︶
ま

で
上
昇
さ
せ
た
後

通
常
時
の
最
高

水
位
︵
常
時
満
水
位
︶
ま
で
水
位
を

下
降
さ
せ
て
ダ
ム
の
堤
体

基
礎
地

盤

貯
水
池
周
辺
地
山
の
安
全
性
を

確
認
す
る


■洪水調節
　和食ダムでは和食川流域で甚大な被害をもたらした
年８月の豪雨程度の降雨で発生する規模（年超過
確率１／の規模）の洪水を防ぐことを目標とし、ダ
ムに入ってくる流水が㎥／ｓのとき㎥／ｓをダム
に貯め、ダム下流へは９㎥／ｓの放流を行うことで、
下流域の洪水を調節する。

■利水
　和食川から取水している農地は約ある。農業
用のダムやため池が築造されているが、水不足の解消
には至っていないため、たびたび渇水に見舞われてい
る。流域にある堰での水利流量を年に１回程度の渇
水でも確保できるようダムの利水容量を計画し、これ
により十分な水を補給する。新たな水道用水として１
日最大㎥が供給できるようにも計画した。

■河川環境の保全
　子どもたちが安心して川とふれ合えるような河川環
境を保つため、「魚などの生物の生息や生育」や「川
らしい景観のための水面の確保」に必要な河川流量を
確保する。

河川名　　　　　　　　和食川水系和食川
型式　　　　　　　　　重力式コンクリートダム
堤高　　　　　　　　　．ｍ
堤頂長　　　　　　　　．ｍ
堤体積　　　　　　　　．万㎥
流域面積（集水区域）　．
湛水面積（湛水区域）　．
総貯水容量　　　　　　万㎥
有効貯水容量　　　　　万㎥
堆砂容量　　　　　　　５万㎥
利水容量　　　　　　　万㎥
洪水調節容量　　　　　万㎥

再
掘
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中
の
施
工
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況
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２
０
１
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年
８
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影
︶

左
岸
側
の
基
礎
地
盤
内
部
に

　
　
節
理
判
明
で
計
画
変
更

　
和
食
ダ
ム
は

芸
西
村
に
位
置
す
る

２
級
河
川
和
食
川
水
系
和
食
川
に
建
設

す
る
多
目
的
ダ
ム
で
堤
高



堤
体

積
約
７
・
３
万
立
方

の
重
力
式
コ
ン

ク
リ

ト
ダ
ム
で
す

当
ダ
ム
は
主
要

工
種
の
一
つ
で
あ
る
コ
ン
ク
リ

ト
打

設
を
２
０
１
５
年
７
月
よ
り
開
始
し
ま

し
た

し
か
し
な
が
ら

打
設
期
間
中

同
年

月
に
左
岸
側
の
基
礎
地
盤
内
部

に
節
理
︵
岩
体
に
発
達
し
た
規
則
性
の

あ
る
割
れ
目
︶
の
存
在
が
判
明

節
理

を
取
り
除
く
た
め
左
岸
側
水
平
方
向



を
再
掘
削︵
約
７
・
３
万
立
方

︶す

る
こ
と
に
計
画
変
更
と
な
り
ま
し
た


　
既
に
打
設
中
の
堤
体
コ
ン
ク
リ

ト

に
つ
い
て
は

継
続
し
て
打
設
す
る
こ

と
と
な
り

高
低
差
︵
隣
接
ブ
ロ

ク

間
で
最
大
８
リ
フ
ト
差


以
内
︶
を

つ
け
な
が
ら
階
段
状
に
打
設
を
実
施


右
岸
側
の
先
行
打
設
は

年
３
月
に
完

了︵
約
４
・
９
万
立
方

︶し
ま
し
た


　
再
掘
削
作
業
は

準
備
工
︵
パ
イ
ロ


ト
道
路
工

ヤ

ド
整
備
工

防
護

柵
工
︶
を

年
４
月
よ
り
開
始

同
年


月
よ
り
本
格
着
手

３
年
９
カ
月
の

年
月
を
経
て

年
８
月
末
に
完
了
し
ま

し
た

同
年
９
月
中
旬

再
掘
削
の
完

了
し
た
基
礎
岩
盤
へ
の
コ
ン
ク
リ

ト

打
設
を
実
施

５
年
６
カ
月
ぶ
り
の
打

設
再
開
に
所
員
一
同
歓
喜
し
た
こ
と
が

今
で
も
鮮
明
に
思
い
出
さ
れ
ま
す


　
左
岸
側
の
後
行
打
設
は

年

月
に

完
了
︵
約
２
・
４
万
立
方

︶

そ
の

後
減
勢
工
の
仕
上
げ
工
事
に
と
り
か
か

り
周
辺
整
備
工
事
を
済
ま
せ


年


月
に
試
験
湛
水
を
開
始


年

月
の

工
事
着
工
よ
り

年
目
の
こ
と
と
な
り

ま
す


長
期
放
置
期
間
中
の
堤
体
　
　
　

コ
ン
ク
リ

ト
品
質
確
保
に
注
力

　
こ
れ
ま
で
多
く
の
ダ
ム
が
施
工
さ
れ

て
き
た
な
か

堤
体
コ
ン
ク
リ

ト
を

打
設
中
断
し
長
期
放
置
︵
再
掘
削
に
よ

る
︶
し
た
事
例
は
な
く

ダ
ム
の
﹁
止

水
﹂
と
い
う
目
的
上

﹁
ひ
び
割
れ
発

生
抑
制
対
策
﹂
が
技
術
的
課
題
と
し
て

最
も
重
要
度
が
高
く

対
策
工
に
つ
い

て
は
事
前
の
３
次
元
温
度
応
力
解
析
に

よ
る
効
果
の
確
認

有
識
者
の
方
々
へ

の
相
談
等

十
分
な
検
討
を
し
て
き
ま

し
た


　
そ
の
結
果

種
々
の
対
策
︵
長
期
放

置
期
間
中
の
断
熱
養
生
・
水
平
止
水
板

設
置
・
補
強
鉄
筋
配
置
・
プ
レ
ク

リ

ン
グ

夏
・
秋

・
冬
期
保
温
養
生
な

ど
︶
を
実
施
し
堤
体
コ
ン
ク
リ

ト
品

質
確
保
に
努
め
ま
し
た

試
験
湛
水
は

我
々
ダ
ム
屋
に
と

て
は
大
き
な
﹁
試

練
﹂


年
５
月
現
在

ま
だ
道
半
ば

で
は
あ
り
ま
す
が

今
後
も
安
全
に
推

移
し
て
い
く
こ
と
を
祈
念
し
て
い
ま

す


　
当
ダ
ム
は
当
社
の
Ｄ
Ｘ
の
モ
デ
ル
現

場
と
し
て
運
用
し
て
き
ま
し
た

技
術

セ
ン
タ

職
員
が
在
駐
し
て
ア
プ
リ
開

発
に
当
た

た
ほ
か

ダ
ム
サ
イ
ト
の

Ｗ
ｉ

Ｆ
ｉ
化
な
ど
情
報
化
施
工
の
た

め
の
環
境
整
備
を
行
い

当
社
が
開
発

し
た
現
場
管
理
シ
ス
テ
ム
﹁
Ｔ

ｉ
Ｄ

ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｆ
ｉ
ｅ
ｌ
ｄ
﹂
を
導

入
こ
の
う
ち﹁
打
設
支
援
シ
ス
テ
ム
﹂

は
打
設
状
況
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
デ


タ
化

関
係
者
間
で
情
報
共
有
し
効
率

化
を
図
る
と
と
も
に

担
当
職
員
の
負

担
も
軽
減

堤
体
コ
ン
ク
リ

ト
の
品

質
向
上
に
も
つ
な
が
り

生
産
性
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
ま
し
た


Ａ
Ｓ
Ｐ
で
ペ

パ

レ
ス
な
ど

　
　
受
発
注
者
で
働
き
方
改
革

　
働
き
方
改
革
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た

昨
年

年
４
月
に
は

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
が

猶
予
期
間
中
に
は
こ
れ
を

見
据
え
受
発
注
者
間
で
協
議
を
重
ね


書
類
の
簡
素
化
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た

ま
た
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
︵
Ａ

Ｓ
Ｐ
︶
を
導
入
す
る
こ
と
で

ペ

パ


レ
ス
・
ス
ピ

デ


な
運
用
が
可

能
と
な
り

受
発
注
者
双
方
の
メ
リ


ト
享
受
に
も
つ
な
が

た
と
実
感
し
て

い
ま
す


　
現
場
の
運
用
体
制
に
つ
い
て
も

打

設
期
間
中
に
は
４
週
６
休
だ

た
体
制

を
段
階
的
に
移
行
し

時
間
外
労
働
の

上
限
規
制
適
用
後
は
４
週
８
閉
所
の
体

制
と
し
ま
し
た

大
き
な
転
換
期
で
は

あ
り
ま
し
た
が

所
員
一
同
一
丸
と
な

り
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た


　
最
後
に

長
き
に
亘
り
工
事
に
参
画

い
た
だ
い
た
発
注
者
お
よ
び
関
係
機
関

の
方
々
を
は
じ
め

当
現
場
配
属
職
員

お
よ
び
協
力
会
社
の
皆
さ
ま

地
元
芸

西
村
の
皆
さ
ま
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す


　
大
成
建
設
株
式
会
社

　
和
食
ダ
ム
本
体
建
設
工
事

　
作
業
所
長
・
監
理
技
術
者

　
　
原
山
之
克


